
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査票等 

 

【参考資料１】 



平成２８年７月８日 

安佐市民病院跡地活用検討協議会 

座  長   大  畠  正  彦 
 

安佐市民病院跡地活用に関する調査へのご協力のお願い 
 

時下、ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素より安佐北区のまち
づくりの推進について、格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 
さて、現在、安佐市民病院の移転建替えに伴い生じる跡地の活用策について、地域の

代表者を中心とした「安佐市民病院跡地活用検討協議会（以下、「協議会」という。）」
を設置し、昨年１２月以来検討を進めています。 
協議会では、この安佐市民病院の跡地活用は、ＪＲ可部線の延伸とともに、可部地域

をはじめとする安佐北区全体の活性化を進める上で、千載一遇のチャンスととらえてお
り、跡地周辺のより一層の魅力の向上や活性化はもとより、人口減少に打ち克つために
はどうするべきか、市の北部の拠点としての役割を果たすためにはどうするべきかなど
の視点から活発な議論を進めているところです。（跡地に施設・機能が導入されるのは、
現安佐市民病院南館が荒下地区に移転・開業する平成３４年春以降となる予定です。） 
その中で、５月３０日に開催された第６回の協議会において、将来、跡地に整備する

施設・機能を利用することになる若い世代の方からの意見も参考にすべきではないかと
の意見が出され、委員全員の一致をみたことから、皆様方を対象にアンケート調査を行
うことといたしました。 
つきましては、ご多忙中のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、皆

様方の忌憚のないご意見を賜ればと考えておりますので、ご協力のほど、よろしくお願
いいたします。 
 

記 
 

１ 同封の「安佐市民病院跡地活用に関する調査票」に、ご意見等をご記入ください。 

（記入は、鉛筆、ボールペンなどのいずれでも結構です。） 
 
２ ご意見等をご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れ、平成２８年７月

１８日（月）までに郵便ポストに投函してください。（返信用封筒への差出人の記入

は、行わなくて結構です。） 
 
３ その他留意点 

・ この調査は、跡地活用の検討の参考とするために実施するもので、跡地活用の検

討以外に調査結果を使用することはありません。 

・ ご回答いただいた内容については、回答者が特定できないように事務局でとりま

とめ、協議会においてご報告させていただく予定です。（個別の回答を公表するこ

とはありません。） 

 

＜同封書類＞ 

・ 安佐市民病院跡地活用に関する調査票 

・ 調査票（別紙）これまでの協議会で整理された施設・機能（１２項目） 

・ <参考資料１～３> 安佐市民病院跡地の概要等 

・ 返信用封筒 

 

【本調査の提出・問合せ先】 

安佐市民病院跡地活用検討協議会事務局（広島市企画総務局政策企画課） 

中村、篠崎 

〒７３０－８５８６ 広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号 

電 話：０８２－５０４－２１２５  ＦＡＸ：０８２－５０４－２０２９ 

E-mail：seisakukikaku@city.hiroshima.lg.jp 



 
 これまでの協議会において、委員や委員により聴取された地域の意見等を踏まえて、跡地

への導入が望ましいと考えられる施設・機能として別紙に示す１２項目が整理されています。 

 別紙をご覧いただき、以下の質問に回答してください。 

 

 問１  跡地への導入が望ましいと考えられる施設・機能について、１２項目から良いと思

われる項目を上位のものから３つ選んで記入してください。（理由については空白

でも結構です。） 
 
順

位 
施設・機能 望ましいと考える理由 

１  

 

 

 

 

２  

 

 

 

 

３  

 

 

 

 

 

 問２   その他、跡地活用に関してご意見があれば自由に記入してください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答者の属性】（該当する番号に○印又は記入してください。） 
 

お住まい 

の 地 域 

１ 可部地域  ２ 安佐地域 

３ 高陽地域  ４ 白木地域 
性 別 

 １ 男性   

２ 女性 

年  齢 １ 20歳代   ２ 30歳代   ３ 40歳代   ４ 50歳代 

同居家族の 

人数・構成 

人数 [   ]人 

うち小学生未満[  ]人、小学生[  ]人、中学生[  ]人、高校生[  ]人 

職    業 
１ 会社員   ２ 自営業   ３ 団体職員   ４ 公務員 

５ 専業主婦  ６ パート・アルバイト      ７ その他 

 
調査は以上になります。ご協力、誠にありがとうございました。 

 
※調査票は、返信用封筒に入れて郵便ポストに投函していただきますようお願いします。 

安佐市民病院跡地活用に関する調査票 



内　　　容 イメージ図・写真等

① 文化ホール・図書館
文化・芸能等に関する公演や市民活動
を行うことができる施設

② 子供向け施設
体を動かして楽しむことができる遊具な
どがあり、子どもや家族みんなが楽しめ
る常設の屋内施設

③ コミュニティセンター
区の魅力を紹介する案内所、展示ギャ
ラリー等があり、地域住民の交流・活動
拠点となる施設

④
子育て世帯向けの公園・イ
ベント広場

大型の遊具や芝生広場があり、子ども
連れの家族がゆっくり楽しめる施設

⑤ 屋根付き野外ステージ
雨天時でも各種イベントの開催できる施
設

⑥ 産直市場
旬の野菜、果物、季節の花など、とれた
ての農畜産物や加工品を販売する施設

⑦ ショッピングセンター
食料品、日用品や衣料品などを販売す
る施設

⑧ レストラン
跡地又は周辺施設を訪れた人々に飲食
を提供する施設

福祉系学校
看護・医療

⑨
看護系、医療技術系、福祉
系の学校

高齢化等の進展に伴って、今後、より必
要性が高くなる看護系、医療技術系の
人材を育成する施設

⑩
サービス付き高齢者向け住
宅

バリアフリーの居室や設備を備え、生活
相談員が常駐し、様々な生活相談サー
ビスを提供する高齢者向けの住宅施設

⑪ 保育施設

保護者が乳幼児の保育をすることがで
きないときや、安佐市民病院北館の患
者や見舞客が子供への院内感染を防止
するため、保護者に代わって一時的に
乳幼児を保育する施設

⑫ 総合体育施設
屋内スポーツのための施設で、災害時
には避難施設として活用

健康・福祉
関連

これまでの協議会で整理された施設・機能（１２項目）

文化・コミュニ
ティ関連

商業関連

公園・広場

施設・機能

（別紙）



 

 

１ 位置・所在地  広島市安佐北区可部南二丁目１番１号 

 

２ 面    積  約２ヘクタール 

 

現安佐市民病院敷地（２８,４７６㎡）のうち、北館は、地域からの要望等を踏まえ緩和ケ

ア病床等を備えた日常的な医療施設として残します。（詳細は、参考資料３を御覧ください。） 
 

現安佐市民病院南館部分（約２ヘクタール）が跡地活用の検討対象区域になります。 

 
 
３ 跡地活用の時期 

 
跡地の活用は、現在の病院（安佐市民病院南館）が荒下地区に移転・開業する平成３４

年春以降となる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例

北館

  0  50  100

別途活用予定の建物

根

谷

川

可

部

線

踏

切

へ

図書棟

検討対象区域

安佐市民病院跡地 
（検討対象区域） 
約２ヘクタール 

検討対象区域 

10km

5km

安佐地域

可部地域 15km

白木地域

高陽地域

安佐市民病院跡地

広島市北部における跡地の位置関係

安佐市民病院跡地の概要 参考資料１ 

(ｍ) 



 

 

１ 安佐市民病院跡地活用検討協議会の概要 

⑴ 協議会の目的 

安佐市民病院の主要な機能の移転により生じることになる跡地について、その活用方針を

検討、作成するに当たり、地域住民から意見を聴き、協議・調整する。 

 

⑵ 協議会の構成 

 

平成 28 年 4 月 1 日現在   

（五十音順（市職員を除く）、敬称略）   

＜氏 名＞ ＜所属・役職＞ 

岩 重   守 
安佐北区コミュニティ交流協議会副会長 

（白木地区自治会連合会会長） 

大 畠 正 彦 【座長】 
安佐北区コミュニティ交流協議会会長 

（可部地域町内会自治会連絡協議会会長） 

尾 田 豊 機 
安佐北区コミュニティ交流協議会副会長 

（安佐町自治会長連絡協議会会長） 

中 平 吉 子 
安佐北区コミュニティ交流協議会副会長 

（安佐北区地域女性団体連合会会長） 

坊   聰 彦 
可部地域町内会自治会連絡協議会幹事 

（大林地区連合自治会会長） 

松 井   修 
可部地域町内会自治会連絡協議会幹事 

（可部南学区町内会自治会連絡協議会会長） 

向 井 文 武 
安佐北区コミュニティ交流協議会副会長 

（高陽地区町内会・自治会連絡協議会会長） 

阪 谷 幸 春 広島市企画総務局企画調整部長 

木 村 栄 治 広島市安佐北区役所副区長 

 

 

 

 

 

 

 

２ 協議会の開催経緯 

開催回・開催日 議   題 議事要旨 

第１回 

平成 27年 12月 3日 

⑴ 座長の選任 

⑵ 安佐市民病院跡地の活用方

針の検討について 

⑶ 意見交換 

○可部地域町内会自治会連絡協議会（可部

自治連）からの提言を含む資料を基に、

各委員が自由に意見を発表 

第２回 

平成 28年 1月 29日 

⑴ 各地域等からの意見の報告 

⑵ 民間事業者への聞き取り調

査について 

⑶ 北館に整備する医療機能等

に係る説明会の開催結果に

ついて 

○各地域(安佐、白木、高陽)の意見を発表 

○民間事業者の跡地活用への事業参画の意

向についての調査方法を決定 

第３回 

平成 28年 2月 26日 

⑴ 地域等からの意見の報告 

⑵ 民間事業者への聞き取り調

査の進捗状況 

⑶ 跡地活用に関する意見の分

類・整理 

○可部南学区の意見を発表 

○民間事業者の意向調査結果の中間報告 

○個々の提案を 19 項目の施設・機能に分類 

第４回 

平成 28年 3月 29日 

⑴ 民間事業者への聞き取り調

査結果 

⑵ 跡地活用案の課題等の整理 

○分類・整理した各案の課題等の整理 

○民間事業者の意向調査結果の最終報告 

 

第５回 

平成 28年 4月 28日 

⑴ 安佐市民病院跡地への導入

が考えられる施設・機能につ

いて 

⑵ 安佐市民病院の建替えに関

する説明会（平成 28 年 4 月

24 日）の開催結果の報告につ

いて 

○安佐市民病院跡地への導入が考えられる

施設・機能について（19 項目から 12 項目

に絞り込み） 
 

 調査票(別紙)に示す 12項目  

 

○各委員が自由に意見を発表 

第６回 

平成 28年 5月 30日 

跡地活用検討の方向性の整理

について 

○交通アクセスの改善など幅広い視点から

各委員が自由に意見を発表 

○若い世代(子育て世帯等)に意見聴取の実

施を決定 

※ 各協議会の資料や議事録については、市ホームページを御覧ください。 

広島市ホームページトップ→ まちづくり→ 都市整備→ 安佐市民病院跡地の活用 

右のキーワードで検索もできます。 
 

広島市 病院 跡地活用 検索 

参考資料２ 



 

 

 

 

参考資料３ 

北館に整備する病院の建物配置計画(案) 
 

北館に整備する病院のレイアウト(案) 

【北館に整備する機能】

① 病棟（地域包括ケア病床・緩和ケア病床）
② 地域包括ケア拠点（認知症センター・訪問支援・行政機能・医療従事者養成）
③ 総合内科
④ 検査・薬局・リハビリ
⑤ 夜間急病センター
⑥ 健診センター

①

②

③ ④

⑤ ⑥

病院跡地
約２ヘクタール

【安佐市民病院跡地活用検討協議会
により活用を検討中】

駐車場
2,180㎡

駐車場
1,420㎡

駐車場
2,280㎡

北館の病院

建築面積
2,648㎡

延べ床面積
10,543㎡

〇病院敷地 

 １ヘクタール 

〇駐車場 

 １００台程度確保できる見込み 

病院跡地 

約２ヘクタール 

【安佐市民病院跡地活用検討 
協議会により活用を検討中】 




